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使用方法
1.	チューブを洗浄し、乾燥させます。
2.	粘着ベースを付けます (A1-3)。 273のパッケージの指

示に従ってください。
3.	チューブのチャンネルと気管内チューブの位置が揃っ

ていることを確認し、ネックバンドをベースのフック側
に押し当てます。(B)

4.	ネックバンドの両端部にあるファスナータブを開
け、バンドを耳のすぐ下まで引いて、頭に巻きます。
ファスナータブをネックバンドの外側に当てて固定
します。(C)

5.	チューブをチューブチャンネルに固定します。
•	 チャンネルが覆うことになるチューブの部分に強力な粘

着テープを1周巻きます。

•	 チャンネルをチューブに押し当てます。

•	 チューブとチャンネルの周りにテープを巻きます。(D)

テープ巻きの代替方法
•	 チャンネルをチューブに押し当てます。

•	 チューブとチャンネルの周りに、強力な粘着テープをしっ
かりと巻きます。チャンネルの端より最低2.5センチ（1イ
ンチ）以上の箇所でテープを巻くようにしてください。(D)

6.	必要に応じて、ネックバンドがきちんと固定されるよう
ファスナータブで調整してください。

テープは必要に応じて交換してください。

粘着ベースは3日以内または必要な場合はもっと早く交換し
てください。

取り外し
皮膚に損傷を与えないよう、気をつけて粘着テープを取り外
してください。

チューブの調整
ファスナータブを外します。粘着ベースを押さえながらネック
バンドをベースから剥がします。チューブを調整します。ベース
に折り返して押さえつけ、ファスナータブを固定します。

皮膚潰瘍または皮膚への損傷を避けるため、使用前に患者
の皮膚の状態および健康状態を確認します。最低1日1回は確
認してください。

Dale 社は、継続的な圧力からくる唇やその下部組織への損
傷を防ぐために、気管内チューブを頻繁に再調整することを
お勧めします。

Dale 社は、患者の顔にかかる圧を軽減するために人工呼吸
器の管をサポートすることを強くお勧めします。

適切に装着するためのチェックリスト
	9粘着ベースを使う時には必ず準備薬を塗ります。

	9上唇のすぐ上に粘着ベースを付けます。

	9チャンネルとチューブの周りを強力な粘着テープで螺旋状に
きつく巻きます。

	9チャンネルより最低2.5 cm（1インチ）上にチューブがくるようテ
ープを巻きます。

	9皮膚をできるだけ傷めないよう、粘着ベースはそっと剥がし
てください。

	9人工呼吸器の管をサポートしてください。

一人の患者のみに使用。 使い捨て用。
取扱説明ビデオは、www.dalemed.comでご覧になれます。
天然ゴムラテックスは含まれておりません。
特許 www.dalemed.com/patents
DaleはDale Medical Products, Inc.の米
国、EU、英国における登録商標です。
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Stabilock
気管内チューブホルダー

気管内チューブサイズ7.0～10.0 mmに適合
含まれるもの：各1 - ネックバンド; 273 粘着ベース
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Dale®

Stabilock
Endotracheal 
Tube Holder

For Comfortable & Secure Stabilization
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